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令和元年度６月 定例市長・市政記者懇談会の結果について 

 

日時 令和元年６月３日（月）午前１１時００分～１１時５０分 

場所 市役所２階 第１委員会室 

出席 市政記者クラブ１１社 

 

会見内容 

 

１．話題提供（１項目) 

１．ひがし北海道クレインズからの協力要請について              

■ 去る５月２９日に「ひがし北海道クレインズ」の運営会社「東北海道アイスホ

ッケークラブ合同会社」の田中茂樹代表ほかチーム関係者から、アジアリーグへ

の加盟について、近く正式に承認される旨の報告をいただくとともに、釧路市へ

協力要請があったところであります。 

 

■ 内容としましては、 

 １ 「釧路市」と「ひがし北海道クレインズ」の包括連携協定締結の依頼 

 ２ 「ひがし北海道クレインズ」の活動環境整備への協力の要請 

 ３ 「ひがし北海道クレインズ」の運営状況の定期的な報告会への参加 

これら３点について要請があったところです。 

市といたしましては、リンク使用料の免除など、以前よりお話をさせていただ

いております内容について検討中でありまして、本要請に対しまして、近く、正

式に書面にて回答する予定であります。 

 

■ 「ひがし北海道クレインズ」は、釧路市を拠点に地域に根差したチームづくり

を目指しており、「氷都くしろ」のシンボルであった、日本製紙クレインズの歴史

と伝統を受け継ぐ、後継チームであります。 

今後も、地域に愛されるチームとして、ご活躍いただけるよう、市としても、

一緒になって進めていきたいと考えております。 

 

２．その他（２項目） 

１．市政懇談会の開催について                        

■ 今年度の市政懇談会を、明日６月４日（火）のまなぼっと幣舞を皮切りに市内

８カ所（釧路地域５カ所、阿寒地域２カ所、音別地域１カ所）で実施いたします。 

 

■ 今年度も、それぞれの地域の課題や取り組み等について、地域の皆様と情報共

有するとともに、課題解決に向けた話し合いを行っていきたいと考えており、釧

路市連合町内会様のご協力をいただき、事前にどのようなご意見があるかについ

て調査を実施しております。 

 

■ また、私から、釧路市の現状や課題、今後のまちづくりを進めていくための「ま

ちづくり基本構想」や関連事業等について、お話をさせていただき、市民の皆さ

んと情報を共有したうえで、地域の皆様からも、ご意見をいただきたいと考えて

おります。 
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２．釧路市ビジネスサポートセンターk-Biz主催セミナーについて        

■ 昨年８月の k-Bizオープン以来、のべ８００件以上の経営相談をお受けし、大

変好評をいただいている釧路市ビジネスサポートセンターk-Bizが、６月６日

（木）と６月２０日（木）に、企業や、市民の皆さま向けのセミナーを開催いた

します。 

 

■ ６月６日（木）は、「まごころマネジメントセミナー」と題し、企業の経営者や

管理職の皆さま向けに、若手従業員の方々との向き合い方をお伝えするセミナーを 

開催いたします。 

当日は株式会社ドリームジャパンの長原和宣氏をお迎えし、物流業という人手不

足の業種でありながら、高い社員の定着率を実現しているマネジメントの秘訣を語

っていただきます。 

 

■ また、６月２０日（木）は、「今日から始める終活セミナー」と題し、「自らの人

生の終わりに向けた活動」、いわゆる「終活」に興味のある一般の皆さま向けに、

不動産の生前整理や、遺影の準備、最新の葬儀事業など、k-Bizがご支援している

事業者をその道のプロとしてお招きし、k-Biz提案で生まれたサービスの紹介等も

交えながら、対話形式で学ぶ場となっています。 

 

■ どちらのセミナーも参加は無料で、事前申し込みが必要です。 

また、当日は、k-Biz澄川誠治センター長が進行役を務めます。 

 

３．質疑要旨 

（質問） 

・ ひがし北海道クレインズとの包括連携協定は、具体的にはどのようなものを想

定しておりますか。 

（生涯学習部次長） 

・ 基本的には、前身の日本製紙クレインズと結んでいた協定とほぼ同様の内容と

考えています。 

（質問） 

・ 日本製紙クレインズとの協定は、どのような内容なのでしょうか。 

（生涯学習部次長） 

・ 市側としては、日本製紙クレインズの活動に対するＰＲや応援、地域貢献活動

をするうえでの支援などがあります。日本製紙クレインズ側としては、市のプロ

モーションへの支援、市民のスポーツ活動への支援、青少年の健全育成への支援

などとなっております。 

（質問） 

・ リンク使用料の免除について、２０１７年度実績で６００万円ぐらいかかって

いたと思いますが、これを全額免除ということでしょうか。 

（市長） 

・ 試合の際は別ですが、基本的に、練習の際には、フリーで練習できるような環

境を作っていこうということでの免除を考えております。 

（質問） 

・ リンク使用料の免除以外の支援については、どのようなものをお考えでしょう

か。 
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（市長） 

・ 支援の仕方ですから、そこに限定するということではなく、基本的には、スタ

ートの際からスポット的な支援の仕方もあるということと併せて、継続的なラン

ニングコストという支援を進めていこうと考えておりましたので、それが、今回

のリンク使用料等の減免という形で進めております。 

  他にも、何か支援について出てくることもあるかもしれません。例えば、その

試合を進めていく際に、色々な広告事業等をどのように組み合わせていくか等が

あります。 

（質問） 

・ これらの要請を受けて、どのように支援をしていくのかを、改めて市長の考え

をお聞かせください。 

（市長） 

・ ７０年にわたる日本製紙クレインズの、この地域における活動については、ま

さに氷都釧路の名を高めていただき、地域にとっての宝であるという思いで、市

民誰もが考えていたところであります。 

  そのような中での日本製紙クレインズの廃部ということで、まさに多くのアイ

スホッケーのファンの方々、地元の企業の方々、もちろん、日本製紙の会社の方々、

本当に皆さんがこのような形で支えていただいて、釧路を拠点とする、ひがし北

海道クレインズといった形でスタートできるということは、大変ありがたいこと

であると考えております。 

  このような動きを受け止めていき、末永く進んでいけるように、我々も一緒に

なって、取り組んでいければと考えております。 

（質問） 

・ チームの方は、９日にファンへお披露目会を予定されているようですが、市長

の出席のご予定はありますでしょうか。 

（生涯学習部次長） 

・ その件については、正式な情報等は来ておりません。日程的には、市長の公務

出張と重なる可能性がある点や、時間等も不明な状況であります。 

 

（質問） 

・ 新生クレインズからの要請に対しての回答について、近く書面にて回答すると

いうことですが、新生クレインズ側の方がいらっしゃって、市長とお会いし、本

件要請について、お答えする場面はありますでしょうか。 

（生涯学習部次長） 

・ 田中代表が、２週間に１度、釧路に来られるということで、日程が合わないこ

とが多いことから、ひがし北海道クレインズ側から要請があった際には、書面に

て回答させていただくこととなっております。もちろん、包括連携協定を正式に

結ぶ際には、市長と田中代表が揃ったところで行っていきたいと思っております。 

（市長） 

・ 進められることは、いち早くこちらも方針を示しながら進めていき、しっかり

と準備ができる形をとっていこうということであります。セレモニー的な部分も

ありますが、中身的なところをしっかり進めていこうということであります。 

 

（質問） 

・ 新生クレインズの関連で、企業チーム時代と市民クラブ時代で、市側の対応で

変わるところはありますでしょうか。 
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（生涯学習部次長） 

・ 元々、日本製紙クレインズ自体も半分は、プロチームということで、今と同じ

ような選手の構成になっておりますので、チームへの支援としては、変わるとこ

ろはないと思っております。 

 

（質問） 

・ リンク使用料の免除等を書面にて回答するとなっておりますが、書面回答する

際は、リンク使用料の免除、練習環境を確保するという内容も含めて回答をする

ということでよろしいでしょうか。 

（生涯学習部次長） 

・ もちろん、この要請書に関する内容であるので、具体的に、使用料の減免とい

う言葉が盛り込まれるものと考えております。 

 

（質問） 

・ 近くに回答という表現ですが、１、２週間をイメージしているのか、例えば月

内という感じなのか教えてください。 

（生涯学習部次長） 

・ クレインズとの協定の内容等もあるので、先方とその中身が整えば、すぐにで

も回答したいと思っておりますので、できれば１、２週間の間と思っております。 

（市長） 

・ 今までお話しながら進めてきた形なので、我々も行政でありますから、順序立

てて進め、しっかりと作業を行っていくということであります。これがスタート

して何かが始まるというよりも、事務的に整理するという意味合いでとっていた

だいた方がいいかと思っております。 

 

（質問） 

・ ＪＲの関係で、道と沿線自治体で２億円という緊急的支援を、２０１９年度と

２０２０年度で出す予定で、道内の他の沿線協議会３、４カ所では了承したとい

うことです。 

釧網線と花咲線に関しては、協議会の中で了承されることはないということで

すが、緊急的・臨時的支援に関してはどのように考えているのでしょうか。また、

釧路市だけではなくて、釧網線の沿線自治体で既に共通理解がなされているか、

それを北海道に伝える等の予定も含めてお聞かせください。 

（市長） 

・ まず、沿線協議会については、スタートした段階から、利用促進という観点で

進めていこうという形です。 

  今回、北海道から「緊急的かつ臨時的な支援」となっておりますが、そこは道

から各自治体に相談していくものだと考えております。また、この前提となるの

が、道の予算計上ということにも繋がってくるものと思います。 

  協議会の役割は、緊急的なものの負担のあり方などを決めていく場面ではない

と位置付けておりますし、そこはそれぞれの自治体で判断していくものと考えて

おります。 

（質問） 

・ 釧路市としてはどのように考えていますか。 
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（市長） 

・ 緊急的・臨時的という形の中で、この２年間維持していくために対応していか

なくてはならないという考え方です。これは市長会・町村会含めて、ここは「良」

としているところですので、この立ち位置は同じ状況であります。 

（質問） 

・ 道への回答は既に終わっているのですか。 

（市長） 

・ どのように対応するのかという、基本的な緊急的・臨時的な対応をしなくては

いけないという考え方については、お伝えしたとおり、市長会・町村会の中でも

「良」としているところで、当市も同じ立ち位置に立っております。 

 

（質問） 

・ 沿線自治体が利用促進ということで、網走市が了承したということですが、釧

路市としてはどういう考えですか。 

（市長） 

・ 網走市さんの話が出ましたけれども、釧網線に関しましては、どのような可能

性があるのかということで、私たちも道から支援をいただき、ウィラー株式会社

にて実証実験を行っています。今後も、どのような形で活用していくかというこ

とで進めているところです。 

  網走市さんの場合は、網走市民の方々の利用状況などを踏まえてのことなのか、

観光関係であるのか、詳しくは承知していないところですが、ここは、それぞれ

の自治体が進めていくことだと思います。 

  沿線としては、観光というものの可能性の中に、どのようなことが出来るかと

いうことを実証実験しているところです。 

（質問） 

・ ウィラー株式会社との連携については、過年度から進んでいる話ですが、釧路

市として独自に利用促進を打ち出す考えや検討等はありますか。 

（市長） 

・ 鉄路というものが基盤だという形の中で、経済活動や市民活動・暮らしや、こ

れからの観光等も含めて、基本的なインフラというお話をさせていただきながら、

要請をしているところです。 

  今回、この２年は、緊急的かつ臨時的ということで、まだその整理がついてい

ない状況の中で、現状、存続していくにはどのようにしたらいいかということで、

市長会・町村会含め、道の提案を「良」としているところです。 

  まさしく、これから２年、どのような形をとっていくのかという基盤の議論に

ついてもしっかり進めていくことが必要であると考えておりますので、そこを踏

まえながら利用促進も進めていく、同時並行で考えていくものと思っています。 

（質問） 

・ 利用促進向けては、あくまでも沿線協議会で考えるという方向性で、釧路市と

して独自でというものは、今のところ検討されていないということでしょうか。 

（市長） 

・ 現状はそういうことです。まずは、路線を守っていくという観点でおります。 
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  現状と先々はどうかということでは、疑問符がつきますけれど、今はまさしく

鉄路をしっかりと維持していく中で、これは基盤であるという言い方をさせてい

ただいております。 

 

（質問） 

・ イトーヨーカドーの閉店から３カ月以上経ち、後継テナントをどうするかとい

う問題が取り沙汰されていると思うのですが、現時点で、後継テナントについて、

市の側で把握していることは何かありますでしょうか。 

（市長） 

・ 市の方には、具体的な話は来ておりません。後継のテナント等については、ビ

ルのオーナーを含め、色々と相談しながら、話を進めている状況です。その点を

精力的に行っているというところまでと伺っております。 

 

（質問） 

・ 噂では、かなり色々なテナントさんの名前が挙がっているみたいですが、今の

ところ、話はあがっていないのですか。 

（市長） 

・ 具体的には何もありません。後継テナントの件については、必ず実現させなけ

ればいけません。公共交通等の計画の中に載っている場所でありますので、その

役割はしっかりと果たしていきたいといったお話をいただいているところであり

ます。 

 

（質問） 

・ ６月からふるさと納税の新制度が始まったところで、返礼品で地元産品とかけ

離れているなど、問題があった地域が対象外となった点で、改めて返礼品の見直

しを実施する等があると思いますが、新しいふるさと納税制度が始まったことに

あたり、市の考えを教えていただきたい。 

（市長） 

・ ふるさと納税という仕組みの中で、この仕組みをどのようにそれぞれが活用し

ていくかということであります。泉佐野市も立場が変われば活用という形であり

ました。そのような中の様々な課題ということで、６月からスタートしたところ

でありますので、そこをしっかり踏まえた中で、地域をどのように発信できるの

かということだと思います。 

先日、前地域経済研究センターのセンター長の大阪市立大学の佐野先生から、

地元の原料の調達率というお話も数値でいただいたところでありまして、私ども

は、この仕組みの中で、どのようにこれを活用していくか、色々と相談しながら

進めていかなければならないと考えております。今の段階では、しっかりルール

を守っていきましょうということで、スタートしております。 

（質問） 

・ 地元産品からかけ離れた、いわゆる過剰とも言える返礼品については、実施し

ている自治体の考え方を、どのように思われますか。 

（市長） 

・ これは、覚悟を持って仕組みの中でどのようにするかといったことであり、そ

のような手法もあるのだと思います。このようにしてくださいという指導はあり

ましたが、仕組みとしては、可能であったということだと思います。 
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（質問） 

・ 寄附額の３割とされていたにもかかわらず、明らかに無視をしている状況でし

た。 

（市長） 

・ それはルールではなく、仕組みであったということです。ですから、今回は、

ルールとして明確になったということに思います。 

（質問） 

・ この制度は、地域を発信するチャンスだと思います。釧路であれば、海産物と

いった水産資源もありますし、この点はいかがでしょうか。 

（市長） 

・ これは、色々と相談していくことが必要になります。現状ある商品と、どのよ

うに決めていきましょうかということで、実際、色々な見せ方も含めて、今度は

一定のルールが出てまいります。そのような発信の仕方、例えば、表示の作り方

等、色々なものが関係してくると思いますので、一体となって相談し、考えてい

かないといけないと思います。 

  あわせて、先程お伝えしたように、域内連関ということで、まちづくり基本構

想が進んでおりますけれど、ベースとなるものが地産地消といった、地元のもの

を活用するということもあります。このような組み合わせや、単なる窓口の規制

ということではなくて、民間の皆さんと一緒になって、我々行政が進めていかな

いといけないという意識を持っております。 

 

（質問） 

・ 先週、昨年度の観光の入込数の発表で、訪日外国人観光客数の入り込みも増え

ましたが、伸び率は小さい状況でありましたけれども、市長の受け止めと、目標

に向かって、あと１１万人ということで、どのように進めるか、お考えをお伺い

したい。 

（市長） 

・ 観光客の入込数は、順調に伸びているところでありまして、５３０万人突破と

いうことであります。また去年は、ブラックアウト等があった中で、同様にイン

バウンド訪日外国人観光客も１６万人という形で伸びてきております。 

  観光立国ショーケースの中で、釧路市の目標数は、２７万人超えでありますの

で、まだまだ、そこには辿り着かない状況であります。 

  観光というものは、全国各地の伸び率等を見ていきますと、突然、何十倍や何

百倍といった形が出てくるものであります。おかげさまで、ピーチも昨年８月か

ら就航していただいており、他にも色々なところとのチャーター機のお話をさせ

ていただいておりますけれど、このようなベースを活用しながら、さらに増大す

るように情報発信を進めていこうと思っています。 

  ７月５日からは、「カムイルミナ」もスタートをいたしますし、このような情報

発信をしていきながら、そこに結びつけるというものがあります。「ルミナ」につ

いては、長崎市でスタートしております。長崎市の他に、今度は大阪市、そして、

北海道の阿寒ということであります。全てテーマが違っておりますので、こうい

った情報を出していくことによって、例えば、大阪や長崎に行った方々に来てい

ただく等の繋がりというものも出来ますし、目標を達成するために、取り組んで

いるところであります。 
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（質問） 

・ みなとオアシスは、５月１日付けで登録され、１５日に認証式がありましたが、

道内では１１番目と、順番的にはだいぶ遅れている状況で、このみなとオアシス

の登録を受けて、市としては、どのような活用を今後に期待しておりますでしょ

うか。 

（市長） 

・ みなとオアシスは、確かに道内で１１番目の登録ということでありますが、こ

れは今まで情報発信等を取り組んできたところで、今回、まさに、クルーズ船等

で、一定程度進んできている中で、しっかりと情報発信していこうと考えている

ところであります。何番目に登録されたとか、これがあることによって、何か整

備をする等の関係はありません。 

  港の色々な情報を発信する場面というところが、プラットフォームという形に、

位置付けているものでありまして、釧路が今まで定着してきた部分と、この港オ

アシスというプラットフォームを活用しながら進めていくところに意義があると

考えております。 

 

（質問） 

・ クルーズ船は、朝早くに入港して夕方に出て行きます。朝早くに入港した際に

は、街中の商店がなかなか開いていない状況であることから、例えば、そのよう

なお店に働きかけるということはどうでしょうか。シャッターが１０時にならな

いと開かないお店など、お土産を記念品として買うスポットがなかなか無いとい

う課題がある中で、みなとオアシスの認定で、新たな展開があるのかと考えたの

ですが、いかがでしょうか。 

（市長） 

・ みなとオアシスの認定とは別に、クルーズ船の対応については、いち早くスケ

ジュールを出していきながら、各店舗等にもご協力いただきたいという形をとっ

ております。例えば、和商市場さんも、日曜日営業できるような形を実施してい

ただいておりますし、フィッシャーマンズワーフＭＯＯも、１００％は出来てい

ないですが、ここに合わせて営業時間の繰上げ等を行っているところです。 

  現状、クルーズ船は、８時ぐらいに入港してということでありますので、他の

地域等を見ていきましても、そこに合わせてのお店のオープンというところまで

はまだ行われていないかと思います。店舗が休んでいれば無理ですけれど、和商

市場さんには、急遽変更していただいたりしておりました。 

  そのような意味では、他の地域の取り組み等を見ていっても、遜色はないのか

と思っております。もちろん、クルーズ船を降りた場所での出店等は行っており

ます。 

  クルーズ船にどのような情報発信をしていくかというところです。船内では情

報発信ができませんから、船から出てきたお客様に、色々な情報発信をするとい

うルールになっておりますので、みなとオアシスに登録されたこともありますし、

今まで、おもてなし倶楽部が展開してきたところであり、今後も、さらに連携し

て進めて行きたいと思っております。 

  国の予算等も活用していきながら、テント等の各種準備等も行ってきたところ

です。今後、どのような形になっていくかについては、現場と色々と相談しなが

ら進めていくことになると思います。 
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（質問） 

・ 先程、観光客数の話がありましたが、釧路市の外国人観光客インバウンドの拡

大に向けて、釧路市として課題として考えているものがあれば教えていただきた

い。 

（市長） 

・ ホテル等でも、色々と対応しているところはありますが、やはりコミュニケー

ションです。自分も含めて英語を話すということは、課題です。最近は、VoiceTra

（ヴォイストラ）という携帯端末のアプリケーション等を紹介しながら進めてお

ります。 

（質問） 

・ コミュニケーションについては、いわゆる先方に対応する際の、言語の問題の

障壁ということでしょうか。 

（市長） 

・ そうです。やはり言葉については、重要視しております。 

  釧路へ来た長期滞在の方々からも、街の風土として、初めて来ても温かく接し

てくれるということで、リピーターという形でも来る方もいらっしゃいます。 

  そこを生かしていくために、コミュニケーションということが出てきます。お

かげさまで、高校生の皆さんも、通訳ボランティア等で、積極的に参加する子ど

もたちが増えてきており、あわせて、「釧路国際交流の会」や「グローカルみらい

ネット」の皆さん等も含めて、さらに広めていくと、釧路の良さが出せると思っ

ております。やはり言葉は、ツールとしても、大事です。 

（質問） 

・ 地場の商店街等を含めて、キャッシュレスで決済をするような仕組みを広げて

いこうという考えはありますでしょうか。 

（市長） 

・ もちろんです。キャッシュレス化は、私が市長就任の時から進めていくことだ

ということで取り組んで来ており、現在は、ＭＯＯや和商市場さんでも、当時の

倍以上になっております。以前がいかに低かったかということであります。 

  キャッシュレス化は、必要なことだと思っておりまして、特に今は、ＱＲコー

ド等も必要であることも、「わっと」の皆さんからもお話をいただいたりしており

ます。 

  常に、キャッシュレス化という世界標準の流れを見ていきながら、対応してい

くことが必要だと思っております。 

 

（質問） 

・ 網走市で調査捕鯨が始まりました。あちらは、ＩＷＣを脱退する前のもので、

今後、釧路でどのような形で行われるかわかりませんが、調査捕鯨を行う頃には、

インバウンドが入ってくる時期と重なると思いますが、釧路市には、どのように

進めていくか等の情報は入っておりますでしょうか。 

（市長） 

・ まだ、具体的な話は入っていない状況です。ただ、７月１日から商業捕鯨を再

開するということは、聞こえています。 

  先日、釧路くじら協議会の総会で、これらの話をしておりましたが、ＩＷＣか

らの脱退や商業捕鯨の再開という言い方等についても、私はニュアンス的に違う

のではないかという話をさせていただきました。 

  私は、調査捕鯨の継続というイメージを持っております。今まで、日本が海外
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の国々に対して伝えてきたものは、科学的な根拠に基づいた持続可能な捕鯨とい

う部分で、それが必要ということで商業捕鯨という言い方をしているものであり

ます。しかしながら、科学的な根拠のための調査捕鯨も認めないという感情的な

ところで、議論として成り立たないことから、日本としては、しっかりと科学的

根拠に基づいた持続可能な捕鯨を行っていくためには、調査捕鯨の延長、継続と

いう枠組みの中で進めていくべきものであると、私は認識をしているという話を

させていただきました。 

  実際、国の方から正式な文書等は来ておりません。 

 


